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森
林
太
郎

森
林
太
郎

宮
内
官
僚

宮
内
官
僚

第十回
野の

口ぐ
ち　

武た
け

則の
り

残
さ
れ
た
皇
統
譜
令
案

　

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
二
月
に
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭

に
就
任
し
た
鷗
外
は
、
こ
れ
ま
で
図
書
寮
で
滞
っ
て
い
た
各
種
事
業

を
再
開
さ
せ
る
た
め
に
体
制
を
整
え
、順
次
着
手
し
た
。『
帝て
い

諡し

考こ
う

』、

六り
っ

国こ
く

史し

校
訂
準
備
作
業
、『
天
皇
皇
族
実
録
』
の
三
つ
で
あ
る
。

　

鷗
外
の
末
弟
・
森
潤
三
郎
に
よ
る
と
、「
図
書
頭
に
就
任
し
た
当
時
、

図
書
寮
で
は
帝
諡
考
を
編へ
ん

輯し
ゅ
うす

る
や
否
や
が
問
題
に
な
つ
て
ゐ
た
さ

う
で
あ
る
が
、兄
は
就
任
後
直
ち
に
編
輯
す
る
事
に
決
定
し
た
」（
森

潤
三
郎
『
鷗
外
森
林
太
郎
』
丸
井
書
店
、
一
九
四
二
年
）
と
い
う
。

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
に
脱
稿
し
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）

年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

六
国
史
校
訂
事
業
は
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
か
ら
始
ま
っ

た
第
一
次
事
業
で
基
本
調
査
を
行
っ
た
後
、
し
ば
ら
く
停
滞
し
て
い

た
。
鷗
外
が
事
業
再
開
の
上
申
書
を
宮
内
大
臣
に
提
出
し
、
大
正
八

年
か
ら
再
開
し
た
第
二
次
事
業
で
自
ら
六
国
史
校
訂
準
備
委
員
長
と

し
て
指
揮
を
執
っ
た
（
吉
岡
真
之
「
明
治
・
大
正
期
宮
内
省
に
お
け

る
六
国
史
校
訂
事
業
」）。

着
手
し
な
か
っ
た
事
業
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『
天
皇
皇
族
実
録
』
も
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
歴
代

天
皇
の
実
録
編
集
計
画
が
立
案
さ
れ
た
も
の
の
、
遅
々
と
し
て
進
ん

で
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
正
八
年
に
鷗
外
が
新
た
な
編
集
計
画

を
宮
内
大
臣
に
提
出
し
て
か
ら
、
編
集
作
業
が
本
格
化
し
た
（
松
澤

克
行
「「
天
皇
皇
族
実
録
」
の
編
修
事
業
に
つ
い
て
」）。

　

行
政
官
と
し
て
の
鷗
外
は
、即
断
即
決
で
事
務
を
処
理
し
て
い
た
。

陸
軍
省
医
務
局
長
時
代
の
鷗
外
に
つ
い
て
、
部
下
の
山
田
弘
倫
は
以

下
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
部
下
か
ら
責
任
を
以
て
企
画
進
言
し
た
こ
と
を
す
べ
て
明
快
に

『
良
し
』
と
決
裁
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
つ
た
。
世
間
に
は
熟
慮
の

上
断
行
す
る
と
い
ふ
人
は
多
い
が
、
先
生
に
は
そ
の
熟
慮
と
い
ふ

も
の
の
必
要
は
余
り
な
い
や
う
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
先
生
は
唯た
だ

ウ
ン

く
と
聴
き
取
ら
れ
、
そ
れ
を
片
ツ
端
か
ら
ド
シ

ぐ
と
決

裁
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
」（
山
田
『
軍
医
森
鷗
外
』
文
松
堂
書
店
、

一
九
四
三
年
）

　
「
明
晰
」
な
頭
脳
で
経
緯
や
物
事
を
理
解
し
た
上
で
、
次
々
と
決

裁
印
を
押
し
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

宮
内
官
僚
と
し
て
も
同
様
に
振
る
舞
っ
た
の
だ
ろ
う
。連
載
第
八
、

九
回
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
猛
烈
な
勢
い
で
図
書
寮
の
編
集
体
制
を

整
え
よ
う
と
し
た
姿
勢
か
ら
は
、
鷗
外
の
明
確
な
意
思
が
う
か
が
え

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
鷗
外
が
、
前
任
者
か
ら
積
み
残
さ
れ
た

ま
ま
全
く
手
を
付
け
な
か
っ
た
事
業
が
あ
る
。
皇こ
う

統と
う

譜ふ

令れ
い

の
制
定
で

あ
る
。

　

皇
統
譜
と
は
歴
代
の
天
皇
や
皇
族
の
戸
籍
に
相
当
す
る
記
録
で
、

そ
の
管
理
は
図
書
寮
の
所
掌
事
務
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
。
皇
統
譜

に
必
要
事
項
を
記
す
際
の
形
式
や
管
理
方
法
を
定
め
る
皇
室
令
が
、

皇
統
譜
令
で
あ
る
。

　

鷗
外
研
究
者
の
大
塚
美
保
・
聖
心
女
子
大
教
授
の
論
文
「
帝
室
制

度
審
議
会
と
鷗
外
晩
年
の
業
績
」
に
よ
る
と
、
宮
内
省
が
管
轄
す
る

帝
室
制
度
審
議
会
で
は
、
鷗
外
が
着
任
す
る
直
前
の
大
正
六
年
中
に

皇
統
譜
令
案
の
審
議
を
ほ
ぼ
終
え
て
い
た
。
し
か
し
、
審
議
が
再
開

し
た
の
は
鷗
外
が
死
去
し
た
後
の
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
四
月

で
、
六
年
余
の
間
中
断
し
て
い
た
の
だ
。

な
ぜ
か
鷗
外
在
職
時
に
停
滞　

　

鷗
外
は
図
書
頭
の
職
務
の
一
環
と
し
て
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）

年
一
月
か
ら
死
去
す
る
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
ま
で
帝
室

制
度
審
議
会
の
御ご

用よ
う

掛が
か
りに

就
き
会
議
に
出
席
し
て
い
た
。
こ
の
期
間

は
、
皇
統
譜
令
案
の
審
議
が
停
滞
し
て
い
た
時
期
と
重
な
る
。

　

停
滞
の
理
由
に
つ
い
て
、
同
審
議
会
委
員
だ
っ
た
平
沼
騏き

一い
ち

郎ろ
う

は

「
御ご

歴れ
き

代だ
い

の
代
数
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」（
平
沼
騏
一
郎
回
顧

録
編
纂
委
員
会
編
『
平
沼
騏
一
郎
回
顧
録
』
一
九
五
五
年
）
と
回
想

し
て
い
る
。
今
日
で
は
、
初
代
が
神
武
天
皇
で
令
和
期
の
今き
ん

上じ
ょ
う

天

皇
は
第
一
二
六
代
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、大
日
本
帝
国
憲
法
で「
万

世
一
系
の
天
皇
」
を
う
た
い
な
が
ら
、
大
正
期
ま
で
は
歴
代
の
中
で
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誰
を
天
皇
と
し
て
認
定
す
る
の
か
、
全
部
で
何
代
な
の
か
、
と
い
う

「
御
歴
代
数
」
の
公
式
見
解
が
ま
だ
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
で
は
皇
統
譜
令
を
制
定
す
る
前
提
が
成
り
立
た
な
い
。
確
定

す
る
の
は
宮
内
省
の
責
任
だ
が
、
作
業
は
明
治
期
以
来
、
停
滞
し
て

い
た
。

　

大
塚
論
文
を
読
み
疑
問
に
思
っ
た
の
は
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

図
書
頭
に
就
任
し
た
鷗
外
が
他
の
事
業
と
同
様
に
自
身
で
取
り
組
め

ば
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

皇
統
譜
令
案
に
着
手
し
な
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。

　

親
友
の
賀か

こ古
鶴つ
る

戸ど

な
ど
に
宛
て
た
鷗
外
書
簡
を
読
ん
で
も
、
皇
統

譜
令
や
歴
代
天
皇
の
代
数
確
定
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
は
な
い
。

大
塚
論
文
に
よ
る
と
、鷗
外
日
記
で
は
大
正
十
年
の
以
下
の
記
述
が
、

こ
れ
に
関
連
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

五
月
三
十
日	

「�

伊
東
子
（
＝
子
爵
）
巳み

よ代
治じ

が
園
亭
に
予よ

を

延ひ

く
。
天て
ん

子し

世せ
い

次じ

の
事
を
言
う
」

　

十
月
二
十
九
日	

「�（
宮
内
）
省
に
往ゆ

き
牧
野
宮
相
与と

関
屋
次
官
に

見ま
み

ゆ
。
六
国
史
の
事
並
び
に
帝
室
世
次
の
事

を
言
う
」

　

十
二
月
六
日	

「�（
関
屋
次
官
を
）
再
び
訪
ね
而し
か

し
て
帝
世
の
事

を
議
す
」

　

帝
室
制
度
審
議
会
総
裁
の
伊
東
巳
代
治
、
宮
内
大
臣
の
牧ま
き

野の

伸の
ぶ

顕あ
き

、宮
内
次
官
の
関
屋
貞
三
郎
の
三
人
と
鷗
外
の
間
で
、「
天
子
」「
帝

室
」
の
「
世
次
」
を
巡
り
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。『
大
漢
和
辞
典
』

巻
一
（
大
修
館
書
店
、一
九
五
五
年
）
に
よ
る
と
「
世
次
」
と
は
「
年

代
の
前
後
」
と
の
意
味
な
の
で
、
歴
代
天
皇
の
代
数
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
た
だ
、日
記
の
原
文
は
漢
文
の
白
文
で
簡
潔
す
ぎ
る
た
め
、

議
論
の
中
身
や
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
宮
内
省
内
部
で
何
が
起
き
て

い
た
の
か
。

近
代
に
お
け
る
皇
室
制
度
の
整
備

　

ま
ず
、
明
治
期
以
降
に
近
代
皇
室
制
度
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ

た
の
か
を
確
認
す
る
。
日
本
近
現
代
史
研
究
者
の
西
川
誠
氏
ら
に
よ

る
先
行
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
四
期
に
区
分
さ
れ
る
。

（
西
川
「
大
正
後
期
皇
室
制
度
整
備
と
宮
内
省
」　
『
年
報
・
近
代
日

本
研
究
』
二
〇
号
、
一
九
九
八
年
）

　

第
一
期
＝�

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
ま
で
の
皇
室
典
範
の
制

定

　

第
二
期
＝�

明
治
四
十
年
代
の
帝
室
制
度
調
査
局（
伊
藤
博
文
総
裁
）

に
よ
る
典
範
増
補
と
公
式
令
の
公
布

　

第
三
期
＝�

大
正
前
期
の
帝
室
制
度
審
議
会
（
伊
東
巳
代
治
総
裁
）

に
よ
る
典
範
増
補

　

第
四
期
＝�

同
審
議
会
に
よ
る
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
前
後
の

各
種
皇
室
令
の
完
成

　

皇
統
譜
令
の
成
立
は
第
四
期
に
含
ま
れ
、
鷗
外
が
大
正
十
一
年
七

月
九
日
に
死
去
し
た
直
後
に
作
業
が
再
開
さ
れ
た
。
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
前
史
を
た
ど
り
た
い
。
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初
代
首
相
を
務
め
た
伊
藤
博
文
が
中
心
と
な
り
、
大
日
本
帝
国
憲

法
と
共
に
皇
室
典
範
を
成
立
（
第
一
期
）
さ
せ
た
後
も
、
皇
室
制
度

の
整
備
は
伊
藤
が
主
導
し
た
。
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
八
月

二
十
四
日
に
伊
藤
の
意
見
に
よ
り
帝
室
制
度
調
査
局
が
設
置
さ
れ

（
第
二
期
）、
伊
藤
が
総
裁
と
な
っ
た
。
伊
藤
の
側
近
と
し
て
憲
法
や

皇
室
典
範
の
起
草
に
あ
た
っ
た
官
僚
、
政
治
家
で
あ
る
伊
東
巳
代
治

は
、
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
同
調
査
局
の
副
総
裁
に
就
い

た
。

　

帝
室
制
度
調
査
局
が
作
成
し
、明
治
天
皇
に
上
奏
し
た
法
令
等
は
、

皇
室
典
範
増
補
や
公
式
令
の
ほ
か
、
元
号
制
定
手
続
き
な
ど
天
皇
即

位
に
関
す
る
規
定
を
定
め
た
登と
う

極き
ょ
く

令
な
ど
五
十
一
件
あ
り
、
う
ち

十
八
件
は
明
治
期
の
う
ち
に
裁
可
に
至
ら
な
か
っ
た
。
明
治
天
皇
が

亡
く
な
り
未
裁
可
の
ま
ま
残
さ
れ
た
中
に
、
皇
統
譜
令
案
が
含
ま
れ

て
い
た
。

　

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
八
月
、
日
本
に
併
合
さ
れ
た
大
韓
帝
国

で
最
後
の
皇
太
子
だ
っ
た
李り

垠ぎ
ん

と
、
日
本
の
皇
族
で
あ
る
梨な
し

本も
と
の

宮み
や

方ま
さ

子こ

の
婚
約
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
朝
鮮
王
皇
族
の
法
的
地

位
を
明
確
化
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
伊
藤
亡
き
後
に
皇
室
令
の
整
備

を
引
き
継
い
だ
伊
東
は
「
皇
室
制
度
再
査
議
」
と
い
う
文
書
を
波は

多た

野の

敬よ
し

直な
お

宮
内
大
臣
ら
に
送
り
、
朝
鮮
王
皇
族
の
取
り
扱
い
だ
け
で
な

く
、
停
滞
し
て
い
る
皇
室
令
の
整
備
を
進
め
る
よ
う
訴
え
た
。
こ
れ

を
受
け
大
正
五
年
十
一
月
四
日
、
宮
内
大
臣
の
下
に
帝
室
制
度
審
議

会
が
設
置
さ
れ
（
第
三
期
）、
総
裁
に
伊
東
が
就
い
た
。

　

西
川
氏
は「
伊
東
の
熱
心
な
主
張
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

明
治
期
に
上
奏
さ
れ
た
諸
案
の
再
検
討
が
課
題
で
あ
っ
た
」
と
し
て

い
る
。

鷗
外
就
任
前
の
帝
室
制
度
審
議
会

　

皇
統
譜
令
の
制
定
に
向
け
た
準
備
は
、
鷗
外
が
帝
室
制
度
審
議
会

の
御
用
掛
に
着
任
す
る
前
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
。
皇
統
譜
令
を
制

定
す
る
前
提
と
し
て
歴
代
天
皇
の
代
数
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
、

大
正
六
年
六
月
一
日
の
同
審
議
会
で
波
多
野
宮
内
大
臣
宛
て
の
建
議

と
御
歴
代
調
査
会
規
則
案
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
が
所
蔵
す
る

「
平
沼
騏
一
郎
関
係
文
書
」で
確
認
で
き
る
。い
ず
れ
の
文
書
に
も「
機

密
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
代
数
を
確
定
す
る
新
た
な
会
議
体
の

設
立
趣
意
書
は
「
古
来
御
歴
代
数
其そ

の
他
に
関
し
頗す
こ
ぶる

疑ぎ

似じ

に
渡
り

（
中
略
）
今
次
帝
室
制
度
審
議
会
に
於お
い

て
皇
統
譜
令
案
を
審
定
せ
む

と
す
る
に
際
し
之こ
れ

が
解
決
に
待
つ
べ
き
も
の
あ
り
」「
本
審
議
会
は

（
中
略
）
皇
統
譜
令
の
施
行
に
支
障
な
か
ら
し
め
む
こ
と
を
期
す
る

の
要
あ
る
を
認
む
」
と
記
さ
れ
る
。
同
審
議
会
総
裁
の
伊
東
か
ら
波

多
野
大
臣
宛
て
で
、
日
付
は
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
日
に
示
さ
れ
た
「
御
歴
代
調
査
会
規
則
（
皇
室
令
案
）」

に
は
、「
宮
内
省
に
御
歴
代
調
査
会
を
置
く
」「
総
裁
は
帝
室
制
度
審

議
会
総
裁
を
以
て
之こ
れ

に
充み

つ
」
と
組
織
の
概
要
が
記
さ
れ
、「
御
歴

代
調
査
会
規
則
（
宮
内
省
通
達
案
）」
で
は
「
委
員
は
左
の
区
分
に
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依
る　

一　

図
書
頭
（
以
下
略
）」
と
運
用
の
詳
細
が
記
さ
れ
る
。

宮
内
省
を
挙
げ
て
新
た
な
会
議
体
を
設
け
、
そ
の
長
に
帝
室
制
度
審

議
会
総
裁
が
就
き
、
図
書
頭
は
委
員
に
な
る
と
い
う
内
容
だ
。
鷗
外

は
半
年
後
の
大
正
六
年
十
二
月
に
図
書
頭
に
着
任
す
る
の
で
、
こ
の

会
議
体
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
総
裁
と
な
る
伊
東
の
下
、
鷗
外
は
委
員

を
務
め
る
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
。

早
急
に
解
決
を
要
す
る
十
五
項
目

　

さ
ら
に
こ
の
日
の
帝
室
制
度
審
議
会
に
示
さ
れ
た
「
皇
統
譜
令
実

施
の
際
之
に
登
録
す
べ
き
事
項
中
急
速
解
決
を
要
す
る
も
の　

図
書

寮
調
」
と
い
う
文
書
に
は
、
新
た
な
会
議
体
で
議
論
す
べ
き
課
題
と

し
て
以
下
の
十
五
項
目
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

一　

�

弘こ
う

文ぶ
ん

天
皇
（
＝
壬じ
ん
し
ん申
の
乱
で
敗
れ
た
大
友
皇
子
）
を
皇
代
に

列
す
べ
き
や
否
や

　

二　

�

長
ち
ょ
う

慶け
い

院
天
皇
（
＝
即
位
説
と
非
即
位
説
が
あ
っ
た
南
朝
第
三

代
）
を
皇
代
に
列
す
べ
き
や
否
や

　

三　

�

後
鳥
羽
院
天
皇
、
後
小
松
院
天
皇
の
践せ
ん

祚そ

、
即
位
を
掲
記
す

べ
き
や
否
や
（
＝
い
ず
れ
も
即
位
時
に
二
人
の
天
皇
が
同
時

に
並
び
立
ち
、
後
に
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
を
ど
う
扱
う
か
）

　

四　

�

北
朝
五
帝
は
天
皇
と
称
す
べ
き
や
否
や
。
且か
つ

其そ

の
践
祚
、
即

位
等
は
如い
か
に何

取
扱
ふ
べ
き
か
（
＝
南
北
朝
正せ
い
じ
ゅ
ん閏

問
題
で
政

府
が
南
朝
を
正
統
と
決
定
し
た
こ
と
に
ど
う
対
応
す
る
か
）

　

五　

�

北
朝
皇
族
后こ
う

妃ひ

等
の
親
王
女に
ょ

院い
ん

等
の
宣せ
ん

下げ

は
依
用
す
べ
き
や

否
や
（
＝
右
に
同
じ
）

　

六　

�

天
皇
御
追
号
に
院
字
を
用
ふ
る
や
否
や
（
＝
「
〇
〇
天
皇
」　

と
呼
ぶ
か
、「
〇
〇
院
天
皇
」
と
呼
ぶ
か
）

　

七　

�

歴
代
天
皇
並
な
ら
び
に

后
妃
皇
族
の
御
名
の
訓よ

み
方
を
定
む
る
件

　

八　

�

空
位
の
取
扱
に
関
す
る
件
（
＝
古
代
の
皇
位
継
承
時
に
あ
っ

た
空
位
を
ど
う
扱
う
か
）

　

九　

�

称
制
に
関
す
る
件
（
＝
天
武
天
皇
、
持
統
天
皇
が
前
天
皇
死

去
後
の
数
年
間
、
皇
太
子
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
た
「
称
制
」

を
在
位
と
し
て
扱
う
か
）

　

十　

�

皇
統
譜
に
神
武
天
皇
以
前
を
記
す
べ
き
や
否
や

　

十
一　

�

日や
ま
と本

武
た
け
る
の

尊み
こ
と（

＝
古
代
の
景け
い

行こ
う

天
皇
の
皇
子
）御ご

墳ふ
ん

塋え
い（

＝

墓
所
）
称
号
の
件

　

十
二　

�

飯い
い
と
よ豊
青あ
お
の

尊み
こ
と（
＝
古
代
の
清せ
い

寧ね
い

天
皇
亡
き
後
、政
務
を
執
っ

た
と
さ
れ
る
女
性
皇
族
）
御
称
号
の
件
並
御
墳
塋
称
号
の

件

　

十
三　

�

中
ち
ゅ
う

和か

門も
ん

院い
ん

、
明
子
女
王
贈
后
の
件
（
＝
後
陽
成
天
皇
の
女
に
ょ
う

御ご

・
中
和
門
院
と
後
西
天
皇
の
女
御
・
明
子
女
王
に
正
式

な
皇
后
の
称
号
を
贈
る
か
ど
う
か
）

　

十
四　

�

安あ
ん
か
ん閑
天
皇
御
即
位
の
年
代
に
関
す
る
件
（
＝
前
代
の
継け
い
た
い体

天
皇
の
没
年
を
巡
り
安
閑
天
皇
の
即
位
年
が
二
説
あ
り
、

ど
ち
ら
を
採
用
す
る
か
）

　

十
五　

�
天
皇
皇
族
の
誕
生
及
崩ほ
う
ぎ
ょ薨
の
日
時
は
事
実
に
由
る
べ
き
か

発
表
の
日
時
に
由
る
べ
き
か
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誰
を
天
皇
や
皇
后
と
認
定
す
る
か
、
即
位
の
時
期
を
い
つ
と
す
る

か
、
な
ど
当
時
、
専
門
家
の
間
で
議
論
に
な
っ
て
い
た
事
項
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
。
皇
統
譜
に
記
す
基
準
を
策
定
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

図
書
頭
就
任
直
後
の
決
裁
文
書

　

鷗
外
は
大
正
六
年
十
二
月
二
十
五
日
、
図
書
頭
に
就
任
し
た
。
筆

者
は
こ
れ
ま
で
宮
内
公
文
書
館
で
大
正
期
に
お
け
る
図
書
寮
の
公
文

書
を
多
数
閲
覧
し
て
き
た
が
、
就
任
直
後
に
鷗
外
の
決
裁
が
確
認
で

き
る
公
文
書
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。「
図
書
寮　

重
要
雑
録　

自

大
正
二
年
至
大
正
九
年
」
と
い
う
冊
子
に
綴
じ
ら
れ
た
大
正
七
年
第

一
号
文
書
で
あ
る
。

　

大
正
七
年
一
月
十
五
日
付
で
宮
内
大
臣
に
宛
て
た
「
御
歴
代
の
代

数
及
御
年
紀
等
に
関
す
る
取
調
書
提
出
の
件
」と
題
す
る
上
申
書
で
、

発
送
は
十
七
日
付
け
と
な
っ
て
い
る
。

「
一
昨
大
正
五
年
十
二
月
五
日
、
皇
統
譜
料
調
査
委
員
会
設
置
の

儀ぎ

上
申
致い
た
し

置お
き

候
そ
う
ろ
う

処と
こ
ろ、

今
に
御
発
令
無こ
れ
な
く之

、
且か
つ

皇
統
譜
令
の
審

議
も
既
に
結
了
の
趣
お
も
む
きに

有こ
れ
あ
り之

候
に
付
て
は
、
此こ
の

際さ
い

委
員
会
設
置
の

儀
御ご

詮せ
ん

議ぎ

相あ
い

成な
り

候
そ
う
ろ
う

様よ
う

致い
た
し

度た
く

。
将は
た

又ま
た

今
回
明
治
初
年
以
来
、
御

歴
代
の
代
数
及
御
年
紀
等
に
関
し
、
公
文
上
に
於お
い

て
議
論
せ
ら
れ

た
る
調
査
の
沿
革
、
別
冊
の
通
と
お
り

取と
り
し
ら
べ調

候
そ
う
ろ
う

間あ
い
だ、

委
員
会
に
於
け

る
審
議
の
資
料
と
し
て
御
参
照
相あ
い

成な
り

度た
く

此こ
の

段だ
ん

上
申
候
そ
う
ろ
う

也な
り

」　　

※
句
読
点
は
筆
者

鷗外が図書頭に就任した直後の決裁文書＝宮内公文書館蔵「図書寮　重要雑録　自
大正二年至大正九年」大正七年第一号文書
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鷗
外
就
任
一
年
前
の
大
正
五
年
十
二
月
五
日
に
、
前
任
者
が
皇
統

譜
に
関
す
る
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
よ
う
上
申
し
た
が
、
大
臣
か

ら
の
発
令
が
今
に
至
っ
て
も
出
て
い
な
い
。
そ
こ
で
委
員
会
設
置
を

議
論
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
明
治
初
年
以
来
の
御
歴
代
数
調
査
沿
革

の
「
別
冊
」
を
宮
内
大
臣
に
届
け
、
審
議
の
参
考
資
料
と
す
る
よ
う

申
し
出
た

─
と
い
う
内
容
だ
。
就
任
か
ら
間
も
な
い
た
め
、
鷗
外

が
主
導
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
前
任
者
か
ら
の
引
き
継
ぎ
に
沿
っ
た

も
の
の
よ
う
だ
。

　

大
正
五
年
の
「
上
申
」
や
、
こ
の
時
に
宮
内
大
臣
に
届
け
た
「
別

冊
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
。
そ
こ

で
該
当
す
る
公
文
書
を
探
す
こ
と
に
し
た
。

図
書
寮
作
成
の
「
御
歴
代
数
調
査
沿
革
」

　

宮
内
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
シ
ス
テ
ム
で
「
御
歴
代
」

「
代
数
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
る
と
、「
御
歴
代
の
代
数
年
紀
及
院

号
に
関
す
る
調
査
の
沿
革
」
と
題
す
る
大
正
期
の
文
書
が
、
稿
本
を

含
め
て
二
十
件
以
上
ヒ
ッ
ト
し
た
。
閲
覧
申
請
し
、
何
が
書
か
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
た
。

　

厚
紙
の
表
紙
で
製
本
さ
れ
た
完
成
版
の
冊
子
も
、
百
年
の
歳
月
を

経
て
背
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
ほ
こ
ろ
ん
で
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
扉
を
開
く
と
い
ず
れ
も
中
は
紙
の
保
存
状
態
が
よ
く
、
印
字

さ
れ
た
文
字
を
は
っ
き
り
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

検
索
で
は
二
十
件
以
上
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の
の
、
同
じ
内
容
の
も
の

が
異
な
っ
た
識
別
番
号
で
複
数
冊
保
管
さ
れ
て
い
た
。
製
本
さ
れ
た

も
の
は
お
お
よ
そ
以
下
の
四
種
類
で
あ
る
。

　

㈠�

「
御
歴
代
の
代
数
年
紀
及
院
号
に
関
す
る
調
査
の
沿
革　

全　

付
録　

御
歴
代
正
数
」（
以
下「
御
歴
代
数
調
査
沿
革
」と
略
す
）

　

㈡�

「
付
録　

御
歴
代
の
代
数
年
紀
及
院
号
に
関
す
る
調
査
の
沿
革

資
料　

上
巻
」

　

㈢�

「
付
録　

御
歴
代
の
代
数
年
紀
及
院
号
に
関
す
る
調
査
の
沿
革

資
料　

下
巻
」

　

㈣�

「
追
補　

御
歴
代
の
代
数
年
紀
及
院
号
に
関
す
る
調
査
の
沿
革
」

　

㈠
が
本
文
で
、
㈡
～
㈣
に
関
連
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
㈠
の

「
御
歴
代
数
調
査
沿
革
」
は
計
五
十
四
頁
あ
り
、
冊
子
を
め
く
る
と

冒
頭
に
鷗
外
が
書
い
た
序
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
本
書
は
明
治
初
年
以
来
、
御
歴
代
の
代
数
年
紀
及
院
号
の
問
題

に
関
し
、
政
府
及お
よ
び

宮
内
省
に
於お
い

て
取
調
べ
又
は
実
際
取
扱
ひ
た

る
事じ

蹟せ
き

を
類る
い

聚じ
ゅ
う

編へ
ん

次じ

し
た
る
も
の
に
し
て
、
大
正
六
年
中
図
書

寮
の
草
す
る
所
に
係
る
今
印
刷
に
附
し
、
以
て
検
閲
に
便
す　

大

正
八
年
一
月
二
十
八
日　

図
書
頭
医
学
博
士
文
学
博
士
森
林
太

郎
」

　

鷗
外
就
任
前
の
大
正
六
年
の
段
階
で
既
に
草
案
が
で
き
て
お
り
、

前
任
者
の
下
で
編
集
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
鷗
外
が
就
任
し
て
か

ら
お
よ
そ
一
年
後
の
大
正
八
年
一
月
、
製
本
す
る
た
め
に
印
刷
に
か

け
た
。
つ
ま
り
、
鷗
外
が
大
正
七
年
一
月
の
上
申
書
で
記
し
た
、
宮

内
大
臣
に
届
け
た
御
歴
代
の
代
数
に
関
す
る
「
別
冊
」
と
は
、
既
に
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編
集
さ
れ
て
い
た
こ
の
草
案
と
み
ら
れ
る
。

　

内
容
を
読
み
進
め
て
み
よ
う
。
章
立
て
は
以
下
の
四
章
で
あ
る
。

　

第
一
章　

総
説

　

第
二
章　

�
御
歴
代
の
序
列
及
皇
統
の
正
閏
に
関
す
る
各
問
題
の
沿

革

　

第
三
章　

御
歴
代
の
年
紀
及
院
号
に
関
す
る
問
題
の
沿
革

　

第
四
章　

参
照
公
文
書
の
説
明

　

こ
の
う
ち
、
天
皇
と
認
め
る
か
ど
う
か
を
巡
る
第
二
章
で
は
、
以

下
の
六
項
目
に
つ
い
て
調
査
結
果
が
記
さ
れ
る
。

　

第
一
項　

御
代
数
の
起
点

　

第
二
項　

神じ
ん

功ぐ
う

皇
后
を
皇
代
に
列
す
べ
き
や　

　

第
三
項　

飯い
い

豊と
よ

青あ
お
の

尊み
こ
とを
皇
代
に
列
す
べ
き
や

　

第
四
項　

�

弘
文
天
皇
、
淳
じ
ゅ
ん

仁に
ん

天
皇
、
仲
ち
ゅ
う

恭き
ょ
う

天
皇
を
皇
代
に
列
す

べ
き
や

　

第
五
項　

南
北
朝
正
閏
問
題

　

第
六
項　

長
慶
院
天
皇
を
皇
代
に
列
す
べ
き
や

代
数
確
定
に
不
可
欠
の
事
項

　

さ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
大
正
六
年
六
月
一
日
の
帝
室
制
度
審

議
会
で
「
皇
統
譜
令
実
施
の
際
之
に
登
録
す
べ
き
事
項
中
急
速
解
決

を
要
す
る
も
の
」
と
し
て
十
五
事
項
が
示
さ
れ
た
。
だ
が
、
即
位
の

年
月
や
そ
の
他
皇
族
の
扱
い
が
定
ま
ら
な
く
て
も
、
誰
を
天
皇
と
認

定
す
る
か
が
確
定
す
れ
ば
万
世
一
系
で
天
皇
が
代
々
続
い
た
こ
と
を

皇
統
譜
に
記
す
こ
と
は
で
き
る
（
歴
史
的
な
事
実
か
、
創
作
さ
れ
た

物
語
か
、
と
い
う
問
題
は
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
）。
つ
ま
り
、
皇
統

譜
の
作
成
に
不
可
欠
と
な
る
天
皇
の
「
代
数
」
に
直
接
関
係
す
る
の

は
、
十
五
項
目
の
う
ち
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。

　

一　

弘
文
天
皇
を
皇
代
に
列
す
べ
き
や
否
や

　

二　

長
慶
院
天
皇
を
皇
代
に
列
す
べ
き
や
否
や

　

四　

北
朝
五
帝
は
天
皇
と
称
す
べ
き
や
否
や

　

十　

皇
統
譜
に
神
武
天
皇
以
前
を
記
す
べ
き
や
否
や

　

こ
の
四
つ
が
「
御
歴
代
数
調
査
沿
革
」
で
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
か
を
確
認
し
た
い
。

　
「
一
」
に
つ
い
て
、
第
二
章
第
四
項
に
よ
る
と
、
壬
申
の
乱
で
敗

れ
た
大
友
皇
子
に
対
し
、
政
府
は
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
「
弘

文
天
皇
」
の
諡
号
を
贈
り
、
天
皇
だ
と
認
定
し
て
い
る
。「
明
治
三

年
以
来
異
議
を
挟
む
も
の
な
か
り
し
」
と
い
う
状
況
で
、
宮
内
省
に

設
け
ら
れ
た
学
者
ら
に
よ
る
年
表
草
案
調
査
会
が
明
治
三
十
八
（
一

九
〇
五
）
年
に
改
め
て
討
議
し
た
と
こ
ろ
、「
各
委
員
は
全
員
一
致

し
て
弘
文
天
皇
を
歴
代
に
加
ふ
べ
き
を
主
張
し
た
り
」
と
の
結
論
に

な
っ
た
。

　
「
二
」
は
南
朝
の
後
村
上
天
皇
の
皇
子
で
、
在
位
説
と
非
在
位
説

が
あ
っ
た
長
慶
天
皇
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
二
章
第
六
項
に
「
大
正

五
年
十
一
月
に
至
り
更
に
新あ
ら
たに

発
見
し
た
る
史
料
に
基
き
考
證
を
重

ね
、
長
慶
院
天
皇
を
皇
代
に
列
し
奉
る
べ
き
議
と
し
て
取
調
書
を
草

し
て
図
書
頭
よ
り
宮
内
大
臣
に
提
出
し
、
其
の
指
揮
を
請
へ
り
」
と
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記
さ
れ
る
。
新
史
料
発
見
に
よ
り
在
位
が
裏
付
け
ら
れ
た
と
し
て
、

大
正
五
年
に
鷗
外
の
前
任
者
の
図
書
頭
が
、
新
た
に
天
皇
に
列
す
る

よ
う
宮
内
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　
「
四
」
は
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に
起
き
た
南
北
朝
正
閏

問
題
そ
の
も
の
で
、
第
二
章
第
五
項
に
、
当
時
の
桂
太
郎
首
相
が
南

朝
を
正
統
に
決
定
し
た
い
と
上
奏
し
、
裁
可
さ
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ

る
。

　
「
十
」
は
、第
二
章
第
一
項
に
よ
る
と
、明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）

年
に
宮
内
大
臣
が
「
神
武
天
皇
を
以
て
皇
統
第
一
代
と
な
し
た
り
」

と
し
て
勅
ち
ょ
く

裁さ
い

を
仰
ぎ
、
確
定
し
た
。
た
だ
、
天
皇
に
よ
る
こ
の
裁
定

が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
後
日
手
続
き
を
踏
ん
で
公
表
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
鷗
外
就
任
前
に
草
案
が
で
き
て
い
た
図
書
寮
の
調
査
に

よ
る
と
、
政
府
が
正
式
決
定
し
て
お
ら
ず
代
数
確
定
に
関
し
て
改
め

て
対
応
を
迫
ら
れ
る
事
項
は
、「
二
」
の
長
慶
天
皇
を
新
た
に
認
め

る
こ
と
だ
け
だ
と
分
か
る
。

前
任
図
書
頭
が
上
申
し
た
委
員
会

　

次
に
、
大
正
七
年
一
月
に
着
任
直
後
の
鷗
外
が
決
裁
し
た
公
文
書

に
記
さ
れ
る
、
前
任
者
が
宮
内
大
臣
に
「
上
申
」
し
た
文
書
に
つ
い

て
で
あ
る
。
こ
れ
は
容
易
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
先
に
紹
介

し
た
御
歴
代
数
調
査
沿
革
の
㈢
「
付
録　

資
料　

下
巻
」
の
最
後
に
、

上
申
書
の
写
し
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

大
正
五
年
十
二
月
五
日
、
鷗
外
の
前
任
の
図
書
頭
で
あ
る
山
口
鋭え
い

之の

助す
け

か
ら
波
多
野
敬
直
宮
内
大
臣
に
宛
て
た
上
申
書
は
、
皇
統
譜
令

の
制
定
に
向
け
て
解
決
す
べ
き
問
題
を
審
議
す
る
た
め
「
皇
統
譜
料

調
査
委
員
会
」
を
「
当
寮
に
」
設
置
す
る
よ
う
求
め
た
も
の
だ
っ
た
。

図
書
寮
内
に
設
け
る
組
織
で
あ
れ
ば
、
委
員
長
に
は
図
書
頭
が
就
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

一
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
正
六
年
六
月
一
日
に
帝
室
制
度
審

議
会
で
示
さ
れ
た
「
御
歴
代
調
査
会
規
則
（
皇
室
令
案
）」
は
、「
御

歴
代
調
査
会
」
を
宮
内
省
に
置
き
、
総
裁
に
帝
室
制
度
審
議
会
総
裁

を
充
て
る
と
明
記
す
る
。
図
書
頭
は
総
裁
の
下
の
一
委
員
と
な
る
。

こ
ち
ら
は
宮
内
省
を
挙
げ
た
大
が
か
り
な
組
織
に
な
っ
て
お
り
、
大

正
五
年
の
山
口
図
書
頭
に
よ
る
上
申
に
基
づ
き
鷗
外
が
改
め
て
提
案

し
た
も
の
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

消
極
的
だ
っ
た
宮
内
省
幹
部

　

以
上
、
大
正
期
宮
内
省
の
公
文
書
を
基
に
見
て
き
た
が
、
宮
内
省

幹
部
が
残
し
た
記
録
に
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

帝
室
会
計
審
査
局
長
官
だ
っ
た
倉
富
勇
三
郎
の『
倉
富
勇
三
郎
日
記
』

な
ど
か
ら
追
っ
て
み
た
い
。

　

鷗
外
が
「
御
歴
代
数
調
査
沿
革
」
の
序
文
に
、「
今
印
刷
に
附
し
」

と
書
い
た
四
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。『
倉
富
日
記
』
大
正
八
年
二
月

一
日
条
に
よ
る
と
、
石
原
健
三
宮
内
次
官
が
倉
富
を
訪
ね
て
「
図
書

頭
が
提
出
し
た
る
天
皇
御
代
数
、
御
即
位
年
月
日
等
に
関
す
る
調
書
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四
冊
」を
渡
し
、「
枢す
う

密み
つ

院い
ん

に
諮し

詢じ
ゅ
んせ

ら
る
べ
き
問
題
を
考
へ
置お
き

呉く
れ

よ
」

と
依
頼
し
て
き
た
。
司
法
官
僚
出
身
の
倉
富
は
、
帝
室
制
度
審
議
会

の
委
員
も
務
め
て
い
た
。
印
刷
に
出
し
た
直
後
な
の
で
、
倉
富
が
受

け
取
っ
た
も
の
は
製
本
前
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
『
倉
富
日
記
』
に
よ
る
と
、
倉
富
は
「
調
書
」
を
受
け
取
っ
た
二

日
後
の
二
月
三
日
に
石
原
を
訪
ね
「
予よ

は
今
後
枢
密
院
に
諮
詢
し
て

決
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
は
、
差さ
し

向む

き
長
慶
天
皇
を
御
代
数
に
加
ふ
べ

き
や
否い
な
やに
止と
ど

め
」
と
返
事
を
し
た
。

　

同
年
六
月
二
十
一
日
条
に
も
、
倉
富
、
波
多
野
大
臣
、
石
原
次
官

の
三
人
の
間
で
以
下
の
会
話
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。「
御
代
数
、

御
即
位
の
年
月
日
等
の
定
ま
ら
ざ
る
も
の
あ
り
」
と
い
う
話
題
に
対

し
、
石
原
が
「
図
書
寮
に
て
段
々
取
調
べ
た
る
処と
こ
ろ、
今
ま
で
未
定
と

思
ひ
居
り
た
る
こ
と
も
、
実
は
決
定
し
居
り
」
と
答
え
、
話
が
長
慶

天
皇
に
及
ん
だ
と
い
う
。

　

鷗
外
が
提
出
し
た
「
御
歴
代
数
調
査
沿
革
」
を
読
ん
だ
宮
内
省
幹

部
の
間
で
は
、
歴
代
天
皇
の
代
数
を
確
定
す
る
た
め
の
大
が
か
り
な

調
査
や
変
更
は
不
要
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

伊
東
巳
代
治
の
働
き
か
け

　
『
倉
富
日
記
』
に
は
、
帝
室
制
度
審
議
会
総
裁
・
伊
東
巳
代
治
の

動
き
も
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
大
正
八
年
六
月
二
十
一
日
条
に
、

石
原
が
倉
富
に
対
し
「
皇
統
譜
令
に
付
て
は
、
先
に
伊
東
よ
り
御
歴

代
の
代
数
を
決
定
す
る
為た

め
に
委
員
会
を
組
織
す
べ
き
旨
の
建
議
を

為な

し
居
り
。
此
事
に
付
て
も
、
宮
内
省
よ
り
未い
ま

だ
何
と
も
言
ひ
居
ら

ざ
る
」
と
伝
え
た
と
記
さ
れ
る
。
大
正
六
年
六
月
一
日
時
点
で
帝
室

制
度
審
議
会
が
作
成
し
た
、
新
た
な
委
員
会
設
置
を
求
め
る
波
多
野

宮
内
大
臣
宛
て
の
建
議
書
は
、
こ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
て
い
た
よ

う
だ
。
し
か
し
、
石
原
や
倉
富
ら
宮
内
省
幹
部
は
、
伊
東
が
働
き
か

け
る
会
議
体
の
必
要
性
を
感
じ
お
ら
ず
、
回
答
せ
ず
に
い
た
の
だ
。

　

宮
内
省
の
動
き
が
鈍
い
中
、
皇
統
譜
令
と
御
歴
代
数
調
査
を
所
掌

す
る
図
書
頭
の
鷗
外
に
対
し
て
も
、
伊
東
が
働
き
か
け
を
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
の
『
鷗
外
日
記
』
に
も
、
伊
東
が
し
ば
し
ば
登

場
す
る
。

　

大
正
八
年
四
月
二
十
四
、
二
十
六
両
日
、
鷗
外
は
朝
に
東
京
・
麹

町
の
伊
東
宅
を
訪
ね
た
が
、
起
床
前
で
会
え
な
か
っ
た
。
二
十
六
日

夕
方
に
は
伊
東
か
ら
手
紙
が
届
き
、そ
の
日
の
う
ち
に
返
事
を
し
た
。

　

四
月
二
十
六
日
の
伊
東
か
ら
の
手
紙
は
、
須
田
喜
代
次
監
修
『
森

鷗
外
宛
書
簡
集
2
〈
あ
─
い
〉
編
』（
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
、

二
〇
一
九
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

伊
東
は
恭
し
く
「
御ご

高こ
う

教き
ょ
うを

仰
あ
お
ぎ

度た
く

と
相あ
い

楽
た
の
し
み

居お
り

候そ
う
ろ
うも

」、
多
忙
の

た
め
会
う
機
会
が
な
い
の
は
「
残ざ
ん

恨こ
ん

」
だ
と
し
て
い
る
。
伊
東
か
ら

鷗
外
に
教
え
を
仰
ぎ
た
い
と
記
し
た
こ
と
か
ら
、
伊
東
が
面
会
を
望

ん
だ
こ
と
を
受
け
て
、
鷗
外
が
二
度
も
訪
ね
た
よ
う
だ
。
伊
東
は
手

紙
の
後
段
で
、「
孰い
ず

れ
近
日
中
電
話
を
以も
っ

て
」
と
面
会
の
日
程
調
整

を
し
た
い
と
申
し
入
れ
た
。

　
『
鷗
外
日
記
』
の
四
月
二
十
六
日
条
は
「
復
こ
れ
に
ふ
く
す
之
」
と
記
さ
れ
る
が
、
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国
立
国
会
図
書
館
が
蔵
す
る
「
伊
東
巳
代
治
関
係
文
書
」
と
、
書
簡

を
収
録
し
た
『
鷗
外
全
集
』
三
十
六
巻
の
い
ず
れ
に
も
、
鷗
外
か
ら

伊
東
へ
宛
て
た
書
簡
は
一
通
も
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
電

話
で
返
事
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
後
の
『
鷗
外
日

記
』
を
見
て
も
、
二
人
が
大
正
八
年
に
個
別
に
面
会
し
た
記
述
は
な

い
。
要
件
は
電
話
で
済
ん
だ
の
か
、
も
し
く
は
鷗
外
が
面
会
を
断
っ

た
の
か
は
、
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
は
判
別
で
き
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
半
年
後
、
宮
内
省
内
で
再
び
動
き
が
あ
っ
た
。『
倉
富

日
記
』
大
正
八
年
十
月
二
十
一
日
条
に
、
石
原
次
官
の
意
を
体
し
て

図
書
寮
図
書
課
長
兼
事
務
官
の
五
味
均
平
が
倉
富
に
御
歴
代
数
調
査

沿
革
の
冊
子
を
渡
し
、「
之こ
れ

を
閲け

み
し
置お

き
呉く
れ

よ
」
と
伝
え
た
と
記

さ
れ
る
。
一
月
に
印
刷
に
出
し
た
も
の
が
、
よ
う
や
く
製
本
さ
れ
た

と
推
察
さ
れ
る
。十
月
二
十
三
日
に
倉
富
が
石
原
に
返
事
を
し
た
際
、

石
原
は
「
波
多
野
と
君
丈だ

け
に
交か
わ

し
、
之
を
閲け
み

し
た
る
上
、
他
の
委

員
に
も
交
し
て
宜よ
ろ

し
き
様
な
ら
ば
其そ
の

こ
と
に
す
べ
し
」
と
答
え
て
い

る
。
総
裁
の
伊
東
を
は
じ
め
帝
室
制
度
審
議
会
の
他
の
委
員
に
は
ま

だ
配
布
さ
れ
て
お
ら
ず
、
水
面
下
で
動
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
波
多
野
大
臣
は
大
正
九
年
六
月
、
辞
任
に
追
い
込
ま

れ
て
し
ま
っ
た
。
皇
族
の
臣
籍
降
下
に
関
す
る
皇
室
典
範
増
補
に
関

し
、
降
下
の
対
象
と
な
っ
た
伏
見
宮
系
皇
族
が
反
発
し
、
そ
の
責
任

を
取
ら
さ
れ
た
の
だ
。
さ
ら
に
後
任
の
中
村
雄
次
郎
大
臣
も
、
皇
太

子
（
後
の
昭
和
天
皇
）
の
妃
決
定
を
巡
り
紛
糾
し
た
宮
中
某
重
大
事

件
の
責
任
を
取
り
、
大
正
十
年
二
月
に
辞
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

次
官
の
石
原
も
中
村
と
共
に
引
責
辞
任
し
、
宮
内
省
の
ト
ッ
プ
と
ナ

ン
バ
ー
2
が
合
わ
せ
て
交
代
す
る
重
大
事
態
で
あ
る
。

　

大
臣
が
立
て
続
け
に
失
脚
し
た
混
乱
も
あ
り
、
腰
を
据
え
て
皇
室

令
を
審
議
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
伊
東
が
動
き
を
本
格
化
さ

せ
る
の
は
、
中
村
の
後
を
襲
っ
て
牧
野
伸
顕
が
大
臣
に
就
任
し
て
か

ら
で
あ
る
。

す
れ
違
う
牧
野
と
伊
東

　

鷗
外
は
『
天
皇
皇
族
実
録
』
の
編
集
速
度
を
上
げ
る
た
め
大
正
八
、

九
両
年
に
図
書
寮
の
職
員
を
増
員
し
、
同
九
年
秋
か
ら
起
草
が
始

ま
っ
た
。
六
国
史
校
訂
準
備
作
業
も
大
正
八
年
一
月
に
第
一
回
会
議

を
開
き
、
三
年
間
で
の
事
業
完
了
を
目
指
し
た
。
大
正
十
年
三
月
に

は
『
帝
諡
考
』
が
刊
行
さ
れ
、
既
に
『
元
号
考
』
の
執
筆
に
も
着
手

し
て
い
た
。
大
正
十
年
は
、
鷗
外
が
図
書
寮
で
手
が
け
る
事
業
が
本

格
化
し
た
時
期
で
あ
る
。

　

一
方
、
帝
室
制
度
審
議
会
総
裁
の
伊
東
巳
代
治
は
、
同
年
二
月
十

九
日
に
宮
内
大
臣
と
な
っ
た
牧
野
に
対
し
て
皇
統
譜
令
制
定
の
働
き

か
け
を
強
め
た
。
五
月
二
十
七
日
、
御
歴
代
数
調
査
の
会
議
体
を
新

設
す
る
よ
う
求
め
る
建
議
書
を
牧
野
宛
て
に
提
出
し
た
。
同
審
議
会

総
裁
が
会
議
体
の
長
に
就
く
と
明
記
し
た
部
分
な
ど
一
部
が
修
正
さ

れ
た
が
、
前
々
任
者
の
波
多
野
大
臣
に
提
出
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
内

容
で
あ
る
。

　

そ
の
三
日
後
、『
鷗
外
日
記
』
五
月
三
十
日
条
に
「
伊
東
子
巳
代
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治
が
園
亭
に
予よ

を
延ひ

く
。
天
子
世
次
の
事
を
言
う
」
と
の
記
述
が
あ

る
。
伊
東
か
ら
天
皇
の
代
数
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
、
鷗
外
に
直
接

話
が
あ
っ
た
と
確
認
で
き
る
最
初
の
記
述
だ
。
二
年
前
に
伊
東
が
望

ん
だ
面
会
が
、
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
六
月
九

日
、
伊
東
は
牧
野
に
面
会
し
た
。
牧
野
は
こ
の
日
の
日
記
に
「
伊
東

子
入に
ゅ
う
ら
い
来
。
御
歴
代
数
取
調
之の

為た

め
委
員
会
設
置
の
事
を
述の

ぶ
。
小
生

は
此こ

れ
は
重
大
問
題
な
れ
ば
十
分
考
へ
度た

し
と
返
事
し
置
け
り
」

（『
牧
野
伸
顕
日
記
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
〇
年
）
と
記
し
た
。
伊

東
の
働
き
か
け
に
対
し
、
牧
野
は
回
答
を
保
留
し
た
の
だ
っ
た
。

　

牧
野
は
な
ぜ
慎
重
だ
っ
た
の
か
。
消
極
的
だ
っ
た
前
次
官
の
石
原

ら
か
ら
引
き
継
ぎ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
牧
野
自
身
に
理
由
が
あ
っ
た
。
連
載

第
九
回
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
牧
野
は
官
制
改
革
に
よ
る
人
員
削
減

を
計
画
し
て
い
た
。
伊
東
が
建
議
書
を
再
提
出
す
る
前
の
同
年
四
月

か
ら
、
新
た
に
着
任
し
た
関
屋
貞
三
郎
次
官
と
倉
富
ら
一
部
の
宮
内

省
幹
部
に
よ
る
秘
密
委
員
会
が
リ
ス
ト
ラ
の
検
討
を
始
め
て
い
た
の

だ
（『
倉
富
日
記
』
第
三
巻
の
解
説
）。

　

伊
東
の
建
議
は
大
が
か
り
な
調
査
委
員
会
を
新
設
す
る
も
の
で
、

役
所
の
事
務
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
伊
東
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

大
が
か
り
な
会
議
体
に
な
る
ほ
ど
自
ら
の
権
威
付
け
に
な
る
が
、
牧

野
が
目
指
す
人
員
削
減
と
逆
行
し
て
い
た
。

な
ぜ
「
調
査
沿
革
」
を
送
付
し
た
の
か

　

一
方
、
鷗
外
は
伊
東
の
動
き
に
先
立
つ
大
正
十
年
四
月
十
四
日
、

あ
る
公
文
書
に
決
裁
を
し
て
い
た
。

　
「
御
歴
代
の
代
数
年
紀
及
院
号
に
関
す
る
調
査
の
沿
革
資
料
壱い
ち

部

づ
ゝ
参
考
の
為た
め

左
記
諸
官
へ
送
付
相あ
い

成な
り

可し
か
る
べ
き然
哉や

」
と
し
て
、
図
書

頭
が
「
御
歴
代
数
調
査
沿
革
」
を
各
所
に
送
る
内
容
で
あ
る
。「
機

密
文
書
と
し
て
御
取
扱
」
を
求
め
て
い
る
。
送
付
先
は
「
山
県
枢
密

院
議
長
、
伊
東
帝
室
制
度
審
議
会
総
裁
、
大
谷
総
務
課
長
、
南
部
参

事
官
、
渡
部
参
事
官
、
浅
田
書
記
官
、
金
田
参
事
官
、
白
根
書
記
官
、

二
荒
書
記
官
」
で
四
月
十
五
日
に
「
執
行
済
み
」
と
な
っ
て
い
る
（
宮

内
公
文
書
館
蔵
「
図
書
寮　

雑
件
録　

自
大
正
六
年
至
同
十
年
」
大

正
十
年
第
六
号
文
書
）。
大
正
八
年
十
月
に
波
多
野
大
臣
と
倉
富
だ

け
に
事
前
配
布
し
て
い
た
も
の
を
、
関
係
す
る
高
官
や
事
務
官
へ
公

式
に
配
っ
た
よ
う
だ
。

　
「
参
考
の
為
」
と
あ
る
が
、
送
っ
た
目
的
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
関

連
す
る
記
述
が
『
倉
富
日
記
』
大
正
十
年
九
月
九
日
条
だ
。
図
書
寮

図
書
課
長
兼
事
務
官
の
五
味
が
御
歴
代
数
調
査
沿
革
の
資
料
一
式
を

倉
富
の
も
と
に
持
ち
込
み
、
以
下
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
記
し
て

い
る
。

「
五
味
均
平
来
り
、（
中
略
）
帝
室
制
度
審
議
会
に
て
御
歴
代
の
代

数
に
関
す
る
議
論
あ
り
た
る
趣
お
も
む
きな
る
が
、
図
書
寮
に
於お
い

て
は
此こ
の

事こ
と

に
関
す
る
学
者
の
議
論
は
既
に
尽
き
居
る
様
に
思
ふ
に
付
、
公
文



— 56 —

類
に
依よ

り
取
調
べ
し
も
の
が
即
ち
此
四
冊
な
り
。
此
調
査
書
は
伊

東
巳
代
治
、
岡
野
敬
次
郎
、
平
沼
騏
一
郎
に
は
配
布
す
る
が
宜よ
ろ

し

か
る
べ
し
と
の
こ
と
に
て
、
之
を
配
布
せ
り
」

「
予よ

（
＝
倉
富
）、
御
代
数
の
こ
と
は
研
究
は
既
に
尽
き
た
る
様
な

り
。
此
上
は
決
定
す
る
よ
り
外ほ
か

致い
た
し

方か
た

な
し
。
学
者
の
意
見
を
一

致
せ
し
む
る
こ
と
は
望
み
難
き
こ
と
な
り
と
云い

ふ
。
五
味
、
然し
か

り

と
云
ひ
（
後
略
）」

　

岡
野
と
平
沼
は
帝
室
制
度
審
議
会
の
委
員
で
、
伊
東
と
近
い
関
係

に
あ
る
。
五
味
と
倉
富
の
間
で
一
致
し
た
考
え
は
、「
御
歴
代
数
調

査
沿
革
」
を
読
め
ば
学
者
の
議
論
は
尽
き
て
お
り
、
既
に
大
筋
の
結

論
は
出
て
い
る
と
分
か
る
は
ず
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
新
た
に

天
皇
の
代
数
に
加
え
る
案
件
が
あ
る
か
ど
う
か
は
宮
内
省
内
で
事
務

的
に
決
定
す
れ
ば
事
足
り
る
た
め
、
大
が
か
り
な
会
議
体
を
新
設
す

る
必
要
性
は
薄
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
味
は
直
接
の
上
官
で
あ

る
図
書
頭
の
意
を
体
し
て
動
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

衝
突
し
た
二
つ
の
事
業

　

伊
東
が
建
議
書
を
提
出
す
る
二
十
日
ほ
ど
前
の
大
正
十
年
年
五
月

五
日
、
鷗
外
は
宮
内
省
の
あ
る
会
議
に
出
席
し
て
い
た
。
自
ら
が
委

員
長
を
務
め
る
六
国
史
校
訂
準
備
委
員
会
で
あ
る
。
そ
の
日
に
協
議

さ
れ
た
の
は
、「
追お
っ
て而

組
織
す
べ
き
委
員
会
の
議
」だ
っ
た（
吉
岡「
明

治
・
大
正
期
宮
内
省
に
お
け
る
六
国
史
校
訂
事
業
」）。

　

連
載
第
九
回
で
も
紹
介
し
た
が
、
大
正
八
年
か
ら
の
三
年
計
画
で

御歴代数調査沿革を図書頭から山県有朋や伊東巳代治らに送付した決裁文書＝宮内
公文書館蔵「図書寮　雑件録　自大正六年至同十年」大正十年第六号文書
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校
訂
の
第
二
次
事
業
を
完
了
さ
せ
た
後
、『
日
本
書
紀
』
を
は
じ
め

と
す
る
六
国
史
の
定
本
を
作
る
た
め
、
学
識
経
験
者
ら
に
よ
る
大
が

か
り
な
会
議
体
を
新
設
す
る
計
画
で
あ
る
。
大
正
七
年
十
二
月
十
二

日
に
図
書
頭
の
鷗
外
が
波
多
野
宮
内
大
臣
へ
提
出
し
た
事
業
開
始
の

建
議
書
に
、
以
下
の
よ
う
な
計
画
が
書
か
れ
て
い
る
。

「（
明
治
期
の
第
一
次
事
業
は
）
六
国
史
校
訂
の
先
駆
に
過
ぎ
ず
し

て
、
更
に
進
み
て
は
其そ

の
異
同
を
校こ
う

讐し
ゅ
う（

＝
比
較
し
て
誤
り
を
正

す
こ
と
）
し
、以も
っ

て
勅
ち
ょ
く

選せ
ん

国
史
の
定
本
を
作
成
す
る
に
非あ
ら

ざ
れ
ば
、

何
等
の
効
果
を
見
ざ
る
儀
に
有こ
れ
あ
り之
候そ
う
ろ
う。
国
史
の
校
訂
に
付
て
は
、

追お
っ

て
幾
多
専
門
の
学
士
を
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
て
合
議
様
の
取
調
機
関
を
設
置

す
る
の
必
要
有
之
候
」（
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
『
宮
内
省
の
編

纂
事
業
』）

　

つ
ま
り
大
正
十
年
の
宮
内
省
に
は
、
伊
東
に
よ
る
御
歴
代
数
調
査

と
、
鷗
外
に
よ
る
六
国
史
定
本
化
と
い
う
、
二
つ
の
会
議
体
を
新
設

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
渦
中
の
十
月
七
日
、
牧
野
大
臣
に
よ
る
官
制
改
革
が
発
表
さ

れ
た
。
人
員
削
減
を
進
め
る
中
で
は
新
事
業
へ
の
着
手
は
難
し
い
。

い
ず
れ
も
断
念
す
る
か
、
そ
れ
と
も
優
先
順
位
を
付
け
て
ど
ち
ら
か

に
絞
る
か
。
二
つ
の
事
業
は
競
合
し
、
衝
突
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
言
六
国
史
事
並
帝
室
世
次
事
」
の
真
意

　

大
正
十
年
十
月
以
降
、御
歴
代
数
調
査
に
関
連
す
る
『
鷗
外
日
記
』

の
記
述
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

　

十�

月
二
十
九
日
条
「
往
省
見
牧
野
宮
相
与
関
屋
次
官
。
言
六
国
史

事
並
帝
室
世
次
事
。
是
日
訪
岡
野
敬
次
郎
者
二
」

　

十�

二
月
六
日
条
「
一
訪
関
屋
次
官
。
而
議
買
正
倉
院
前
地
事
。
再

訪
而
議
帝
世
事
」（
い
ず
れ
も
原
文
の
ま
ま
）

　

隔
日
で
帝
室
博
物
館
（
上
野
）
と
図
書
寮
（
現
在
の
霞
が
関
）
に

通
う
鷗
外
が
、
宮
内
省
（
皇
居
内
）
に
出
向
く
の
は
何
ら
か
の
要
件

が
あ
る
時
で
あ
る
。
十
月
二
十
九
日
に
牧
野
と
関
屋
に
対
し
、「
六

国
史
事
」
と
「
帝
室
世
次
事
」
の
二
つ
を
並
べ
て
言
及
し
た
の
は
な

ぜ
か
。
い
ず
れ
も
図
書
寮
の
所
掌
だ
が
、
事
業
を
絞
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
二
つ
は
競
合
す
る
関
係
に
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
宮
内
公
文
書
館
な
ど
の
史
料
か
ら
は
、『
天

皇
皇
族
実
録
』
や
六
国
史
校
訂
作
業
を
巡
り
、
鷗
外
が
自
ら
事
業
計

画
を
策
定
し
て
人
員
を
拡
充
す
る
な
ど
行
政
官
と
し
て
手
腕
を
発
揮

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
御
歴
代
数
調
査
に
関
し
て
積
極
的
に

動
い
た
こ
と
を
記
す
公
文
書
は
残
っ
て
い
な
い
。
前
任
者
が
ま
と
め

た
調
査
沿
革
を
関
係
者
に
送
付
し
た
く
ら
い
だ
が
、
そ
れ
す
ら
こ
の

事
業
に
対
す
る
消
極
的
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ

る
。

　

鷗
外
が
牧
野
や
関
屋
に
進
言
し
た
の
は
、
伊
東
が
主
導
す
る
代
数

調
査
の
委
員
会
で
は
な
く
、
自
ら
が
手
が
け
る
六
国
史
定
本
化
の
委

員
会
を
優
先
す
べ
き
だ
、
と
の
趣
旨
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

日
に
鷗
外
が
二
度
も
訪
れ
た
岡
野
は
帝
室
制
度
審
議
会
の
委
員
で
、

用
件
は
牧
野
ら
と
同
じ
く
御
歴
代
数
調
査
に
関
す
る
こ
と
だ
っ
た
可
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能
性
が
高
い
。

　

十
二
月
六
日
に
は
関
屋
次
官
と
、
帝
室
博
物
館
総
長
が
管
理
責
任

者
で
あ
る
奈
良
・
正
倉
院
の
前
の
土
地
を
買
う
こ
と
に
つ
い
て
話
を

し
た
後
、
再
び
関
屋
を
訪
ね
、
今
度
は
図
書
頭
と
し
て
「
帝
世
事
」

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
十
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た

話
の
続
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

限
ら
れ
た
時
間
と
人
員
の
中
で

　

伊
東
の
事
業
が
優
先
さ
れ
た
場
合
、
影
響
が
出
る
の
は
六
国
史
の

定
本
化
だ
け
で
は
な
い
。
皇
統
譜
令
を
制
定
す
る
場
合
に
図
書
寮
の

事
務
量
が
ど
れ
だ
け
増
え
る
か
は
、
鷗
外
の
死
後
に
実
際
に
起
き
た

出
来
事
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
七
月
以
降

の
宮
内
省
公
文
書
を
見
て
み
た
い
。

　

鷗
外
の
後
任
と
し
て
図
書
頭
と
な
っ
た
杉
栄
三
郎
は
、
伊
東
が
主

導
し
て
新
設
さ
れ
た
臨
時
御
歴
代
史
実
考
査
委
員
会
の
委
員
を
命
じ

ら
れ
た
。
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
か
ら
十
五
（
一
九
二
六
）
年

に
か
け
て
同
委
員
会
に
計
十
八
回
出
席
し
、
担
当
者
と
し
て
数
多
く

の
説
明
を
こ
な
し
た
。
同
時
期
に
は
皇
統
譜
令
案
を
審
議
す
る
帝
室

制
度
審
議
会
第
二
特
別
委
員
会
も
開
か
れ
、
杉
は
御
用
掛
と
し
て
計

十
回
出
席
し
た
（
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
帝
室
制
度
審
議
会
関
係
書
類　

皇
統
譜
令　

副　

宮
内
省
参
事
官
室
大
正
六
～
十
三
年
」、「
臨
時
御

歴
代
史
実
考
査
委
員
会
議
事
要
領　

宮
内
省
参
事
官
室
」）。

　

図
書
頭
の
杉
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
図
書
寮
編
修
官
の
芝し
ば

葛か
ず

盛も
り

が

鷗外の後任に就いた図書頭が、皇統譜令の施行に伴う作業のため、『天皇皇族実録』
の編集作業に遅れが出ることを申し出る決裁文書＝宮内公文書館蔵「図書寮　例規
録　自大正十一年至大正十五年」大正十五年十八号文書
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臨
時
御
歴
代
史
実
考
査
委
員
会

の
御
用
掛
と
臨
時
事
務
に
、
図

書
寮
編
修
官
補
の
黒
井
大
円
が

同
委
員
会
の
書
記
に
従
事
す
る

よ
う
命
じ
ら
れ
た（
同
館
蔵「
秘　

臨
時
御
歴
代
史
実
考
査
委
員
会　

栗
原
」）。

　

さ
ら
に
大
正
十
五
年
九
月
に

皇
統
譜
令
が
施
行
さ
れ
る
と
、

五
人
い
た
図
書
寮
編
修
官
の
全

員
が
皇
統
譜
の
調
成
作
業
に
従

事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
皇
統

譜
令
と
皇
統
譜
令
施
行
規
則
が

定
め
る
新
た
な
書
式
に
沿
い
、

歴
代
の
皇
統
譜
を
登
録
し
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　

編
修
官
と
編
修
官
補
は
『
天

皇
皇
族
実
録
』
の
執
筆
者
だ
。

皇
統
譜
の
登
録
に
約
一
年
を
要

す
る
と
し
て
、
実
録
の
終
了
時

期
を
そ
れ
に
相
当
す
る
期
間
だ

け
延
長
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
図

書
頭
の
杉
が
申
し
出
た
が
、
実
際
に
は
約
三
年
も
の
間
、
実
録
の
作

業
が
中
断
し
て
し
ま
っ
た
（
同
館
蔵
「
図
書
寮　

例
規
録　

自
大
正

十
一
年
至
大
正
十
五
年
」
大
正
十
五
年
十
八
号
文
書
）。

　

大
正
十
年
に
鷗
外
自
身
は
、「
最
大
著
述
」
と
位
置
づ
け
た
『
元

号
考
』
の
執
筆
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
。
伊
東
が
新
設
を
目
指
す
会

議
体
に
委
員
と
し
て
駆
り
出
さ
れ
れ
ば
行
政
官
と
し
て
の
業
務
が
増

え
、
そ
れ
に
反
比
例
し
て
執
筆
時
間
が
削
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

限
ら
れ
た
時
間
と
人
員
の
中
、
鷗
外
が
手
が
け
る
事
業
を
遅
滞
な

く
進
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
伊
東
が
主
導
す
る
御
歴
代
数

調
査
の
事
業
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鷗
外
は
そ
う
考
え
た
に

違
い
な
い
。

　　
〈
参
考
文
献
〉

　

野
口
武
則
「
御
歴
代
数
調
査
を
巡
る
帝
室
制
度
審
議
会
総
裁
・
伊

東
巳
代
治
と
の
確
執

─
遺
言
の
公
憤
に
至
る
背
景（
そ
の
二
）」『
鷗

外
』
一
一
二
号
、
森
鷗
外
記
念
会
、
二
〇
二
三
年

　　

次
回
は
「
第
十
一
回　

伊
東
巳
代
治
総
裁
と
の
確
執
」　
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